






2026 年度 大学院 II 期 大学院工学研究科博士前期課程 解答例 
 
【英語】 
[I] 受験者自身の卒業研究、大学院で取り組みたい研究、修了後に取り組みたい仕事につい
て記述する問題であるため、解答は受験者によって異なる。 
設問の指示に従い、内容が適切に英語で表現されているものについて、適宜加点する。 
要件不足や誤記等については減点せず、適切に表現されている内容について加点する。 
 
[II]  
(1) (i) Discussion 
(2) (g) Author 
(3) (n) Abstract 
(4) (e) Method 
(5) (b) Material 
(6) (a) Result 
(7) (o) Analysis 
(8) (h) Summary 
(9) (k) Conclusion 
(10) (c) Affiliation 
 
[III] (1) Forty-two point one nine five 
(2) a divided by b (a over b) 
(3) Minus five 
(4) x squared minus y squared equals r squared 
(5) The cube root of eight is two (Cube root of eight equals two) 
(6) Pi is approximately three point one four 
(7) The integral from one to three of x squared plus two x plus four with respect to x 
(8) A is a subset of B 
(9) AB is parallel to CD 
(10) Triangle ABC is congruent to triangle DEF 
 
 
 
 
 
 



[IV] 
以下の内容が含まれていれば、適宜加点する。 
要件不足や誤記等については減点せず、適切に表現されている内容について加点する。 

 John Smith 博士を宛先としていること。  
 博士前期課程の学生として、自己紹介が英語で書かれていること。  
 作成中の論文において、John Smith 博士がウェブサイトで公開している図を使用す

る許可を求める内容が英語で書かれていること。  
 適切な件名が英語で書かれていること。  
 適切な結びの言葉が使用されていること。  
 氏名、所属、大学の住所が英語で適切に記載されていること。 

 
［V］ 著作権の関係で省略 


